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実的意義を倫じてい る‖ 中岡の歴史学卿や［1本の東洋史学界では，主に朝廷の荒牧や郷紳の救  
荒策など，支配者層あるいはエリート層の問題に注目しており，その研究者槽は膨大である。，  
しかしながら，民衆の立場に立ってそのあり方を解明する研究は進められてこなかった。   
針黙災譜及び堺墟問題への反省に伴って，人と自然との関わりがもう山鹿見直されつつある  
昨今，地域性民の視点が重安祝される中で，民間伝承に見られる信仰・儀礼などの心意的対応及  




－51－   
環境に村する人の対応には即物的対応と心意的対応とがある。たとえば，河川氾濫とい  
う環境現象に注目してみると，氾濫を防止するための築堤のごとき土木的・即物的対応と，   
河川氾濫の原因となる降雨量を事前に占ったり，台風鎮静を祈ったりする信仰的・心意的対   
応とがある。環境民俗の研究対象はこの両者であり，特に後者にまで及ぶところに環境に   





























ー52－   
現加l三ユ間門ノ相姦     ＼ ，娼声 巾醇棟粗金軌  
／協  
．′      ′■？印  
′ 戚冨古口  
籾 江醜  
ノ 
、、やヰ頓ム．一語耳 
＿  、′ 
（図1：紹興地図）  



































おける議論の的であったが，結局，覧澗の機能を復活することはできなかった。   
後漢時代以来，高潮の未然防止と淡水の蓄積のため，沿海部においては防波堤造りと河川の  
（図3：後漢永和時代以前の紹輿水系）  
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衝であった。末代から渡海鎮を設置し，明代では掛在所という海防の機関が設けられていた。  
渡海鎮は古くから干潟を干拓した地方であり，硯在，その三面は掛東海塘という防波墟に囲ま  









































の三江口は上述した紹輿北部にある三江口ではなく，諸墜にある三つの川の合流点である 。この  
伝説は諸法の三江口で灯龍流しをしないと，住子腎が西施に復讐するために，諸藍地方が高潮  
で沈没する恐れがあると伝えている。   
「も歴海」伝説は海水が陸地へ上がる様子も描いている。海水が人間の足もとを追い駆けるよ  
うに陸に上がるという災害は，現在，防波堤に囲まれた海辺の人間には非現実的なものとなっ  
ているが，伝説にはそのイメージがとどめられている。   
同様のイメージをとどめるものに，遠い昔，一面の海から紹興という城が出てくるという伝  










平原がまだ開拓されていなかったイメージであり ，もう一つは高潮が南部の山地にまで到達し  
たというイメージである。   
このようなイメージ化された記憶は「平水」という地名の由来からもうかがえる。南部山地  
に平水（現在の平水鎮）という地名があり，潅が広がっていた昔は潮汐が山地にまで進んでき  
て，ちょうど現在の平水鎮のあたりに止まったということから，そこを平水と名付けたという。   
平水鎮にある雲門寺は紹興の名利であり，紹興には裏門寺の僧侶は特異な能力を持っている  
という伝承がある。「雲門僧の故事」には潮汐に関するものが二つある（紹興県民間文学集成工  
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れ，先に引いていたため，担いできた土を合流点のところでおろし，それがそのまま山になっ  
たという話である。潮による水害に悩んでいた人々は，高潮を起こした東海龍王とたたかう能  
力をもつ裏門寺僧侶のイメージを作り出したのである。   
潮に関する伝説や故事からは北部の海辺だけではなく，南部の山間部ともつながるものが多  
いことがわかる。現在，北部の海辺と南部の山地の間に水郷平原が広がっているので，北部の  
海からの高潮が南部の山地にまで来ていたことなど誰も想像しえないであろう。   
平水という地名については，北部の海水の上陸がちょうどこのあたりに止まったことに由来  
すると既に紹介した。山間部の若耶渓の周辺で伝えられている「若耶渓洪水」の話によると，  
























－59－   






























いたことを裏付けている（車越僑他 2001：125）9。『呉越銭氏志』（下函巻五）によれば，唐の末  
期，紹輿で井戸掘りをすると，出てきた水はまだ塩分濃度が高かったという。水田はいったん  
潮水を受けたら，数年回復しないといわれる。海に面した北部平原の塩分を薄くするためには，  
潮汐の影響を受けている河川を整えなければならなかった。   
明の嘉靖14年（1535年），四川省の人である湯相恩が紹興の知府になった。彼はこの問題を解  
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（図5：三江開門の傍らにある湯公詞）  



















































を観覧することを紹興では「三江観潮」といい，現在，人気の観光スポットとなっている。   
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何度造っても崩れたため，工事はその繰り返しだった。工事現場で働いているある人の妻が夫  
に苦労をさせないように，自分の太ももの肉をえぐりとって，崩れたところに投げ込んだ。す  
















































たものであろう。   
絹興で海神とされるのは文種と伍子背である。文種は退潮（引き潮）神あるいは後潮神で，  
伍子背は湛潮（満ち潮）神あるいは前潮神であると言われている。また，別の言い伝えもある。  
－65～   
銭塘江でおこる大逆流には前後二回の潮の満ち引きという現象がある。その一回日の潮（前潮）  
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分の生活を守るために彼を信仰する行為と決して同じではない。   







その役目を果していると考えられる。   
上虞は紹興の東部に位置している。有名な「虞舜が丹宋の乱を避けた地」という神話により，  
「上廣」と名付けられたと言われている。上虞を南北に貫通した曹俄江は杭州湾の潮の影響が強  
い川である。その曹蛾江に画して「江南第一僻」と言われている曹蛾廟が建てられている。   
曹峨廟で保存している一枚の曹蛾碑に，後漠の上虞県令度尚の「曹蛾碑碑文」が刻まれてお  
り，内容は次の通りである。  
曹蛾は，曹肝の娘である 。割干は歌舞が得意で，神を楽しませることができた（撫節按歌   
婆裟楽神）。漠安二年五月（143年）のある日に，伍君神（伍子背）を迎えるために逆流に向   
かい進み，水に溺れて死んだ。その死体は見つからなかった。十囚歳の曹蛾は大声で泣き   
叫び，17日間も父の死体を探し続けたが見つけることはできなかった。とうとう自分も曹俄   
江に入水した。五日後，曹蛾の死体は父の死体を抱くようにして川から出てきた。  
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1，祈潮感応  2，高麗謁廟  
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（図6：曹蛾廟の壁画）  
ー69－   
秋に行なわれたと指摘した（1967：143－144）。善行の水神である曹俄は，高潮被害に襲われた地  
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いて，魚とりというより潮遊びの〟つだったという。   
以下に紹介する「観潮」もこのような潮遊びである。これらの糊遊びは潮と闘う姿を表わし，  
まさに「闘潮神」そのものである。そうした日常的「闘潮神」は伍子常に対する鎮魂でもある  
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（図7：曹蛾の祭祀）  
五．おわりに   
以上，紹輿地方における高潮を中心とした水害をめぐる伝承を事例にもとづいて，人びとの  



















記録によれば，35回の中に17回は明の時代のものである（車越喬他 2001：51－52）。紹興では歴  
史上の台風は，いつも防波場を破壊し高潮を起こしている。そして明の時代になり，三江口の  
間砥が解決されたことによって，紹輿の土地，河川，そして人びとが，潮による被害から救わ  
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図3：後漢永和時代以前の紹輿水系（車越喬他 2001：120）  
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注  
1『中国救荒史』の再版をはじめ，中国では次の通り，災害に関する著書や論考が発表され   
た。例えば，孟昭華『中国災荒史記』（中国社会出版社，1999年），邸国珍『三千年天災j（江   
西高校出版社，1998年），王振忠『近600年来自然災害輿福州社会』（福建人民出版社，1996年）   
などの著書がある。論文については，王振忠「歴史自然災害輿民間信仰」（『復旦学報』社会   
科学版，1996年第2期），邸逸麟「“災害奥社会”研究名詩」（『復旦学報』社会科学版，2000年   
第6期），滞志敏「光緒三年北方大害的気候背景」（『復旦学報』社会科学版，2000年第6期），江   
柿「二十世紀三四十年代華北区域的災害輿農村社会変動」（『中国社会歴史評論』第三巻，中   
華書局，2001年第6期）などである。  
2 紹興については，紹興古城，紹興県，紹興市などの呼び方がある。大きく区別すると，2500   
年の歴史をもつ紹興古城は，いまの紹興市越城区にあたり，また紹興県は歴史上の山陰県と   
会稽県の両県の範囲であり，紹興市は越城区，紹興県，上虞市，諸堕市，喋州市，新昌市を   
管轄する行政区域である。本論では，歴史上の山陰県と会稽県の両県及び上虞市の沿海部  
（歴史上，紹興地域に属する）を中心としている。したがって，本論でいう紹興南部山地，中   
部平原，北部の沿海部は，歴史上の山陰県と会稽県の両県の範囲内でのことである。  
3 紹興をベニスに喩えている言葉は，『Nagel†sEncyclopediaGuide－China，P．1090』に記載してあ   
るフランスの宣教師Groslerの記述による。陳橋騨（1999：515）から引用した。  
4 『管仲』（水地第三十九）による。なお，日本語の訳文は，遠藤哲夫著，新釈漢文大系42  
『管子・中巻』（明治書院，1989年）を参照。  
5 「渡海」伝説は「束京城射場」（東京城が崩れた）伝説ともいう。  
6 劉宋時代（429－478年）の会稽太守である孔霊符（卜465年）の『会稽記』による。孔霊符   
の『会稽記』は現存しないため，その一部が『太平御覧』などに収められている。  
7 「沿湖開水門六十九所」『水経往・漸江水』。  
8 「越州鑑湖図序」『曾輩集巻第十三』と「複鑑湖講」『嘉泰会稽志巻十三』による（鑑湖   
は竪湖の古い書き方である）。  
9 この例は潮汐が紹興南部の山地まで上がっていたことを示している，という説もある（周   
魁一他1991：39）。  
10 曾厚章「郡守篤斎場公伝略」『越河紀略』（共和印書局，1920）  
11清・悔堂老人の『越中雑識』によれば，湯公洞は二つある。－一つは三江閣にあり，もう一つ   
は開元寺にある。『康照会稽県志』（巻14綱紀志上・廟）には，ただ開元寺の湯公弼しか書いて   
いない。また，上虞県曹蛾郷には湯公両がある。  
12 「張神帝」『康照会稽県志』（巻14嗣祀志上・廟），曾厚章「張神伝略」『越嗣紀略』（共和印   
書局，1920）  
13 「股堰廟二十四韻」『越声』（民国抄本）  
14 そのほかに，1931年前後，紹興の地方神である「黄老相公」を財神として祭ることもあった。  
ー75－   
『紹興市志』（第五冊，1996：2921）は「黄老相公当張神菩薩看（錯看財神）」という言い伝えを   
紹介している。  
15 清・毛奇齢「重修平陽寺大殿募疏」『西河文集』巻16。  
16 F乾隆紹興府志』は『輿地志』から引用した。  
17 接潮は海運の用語としても使用しているようであり，大潮に出あったら，大潮に向ってゆっ   
くり進むという意味である。  
宮崎正弘著  















い一冊である。  （高倉健一）  
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